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政をになう市長・市議会議員がさまりました。

とおりです。 (掲載の順序は、 立候補届出順)
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4年閣の市政をになう

両i.・而園

昭和63年 5月広報うおづ(3) 

4月24日の選挙の結果、これから 4年間の市
市長は無競争で、市議会議員の当選者は次の
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載
内
容
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敬
称
略
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「
氏
名

・
年
齢

・
住
所

・
〕

戸
職
業

・
党
派

・
新
旧
別
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尻
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長

自
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民
主
党

見
「
吋
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当日有権者

36，004人

男 16，848人

女 19，156人

票率

88.58% 

男 86.37 % 
女 90.53 % 

投

市
職
員
の
異
動

マ

H

体
育
課
長

市
で
は
、

4
月

1
日
付
け
で
次
の

と
お
り
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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〉
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(4) 広報うおづ

l 姦みなだ察~.... 議姦主将環境

昭和63年 5月

環境美化運動にご協力を

明るく清潔で住みよい生活環境を確保するため、市では「県土

美化運動」などと呼応し、次のとおり環境美化目標と、年間実施

計画を策定して快適環境づくりに取り組むことにしています。

県
土
美
化
の
日

6
月
5
日
(
日
)

街
や
む
ら
を
美
し
く
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
県
下
全
域
に
お
い
て
小
河

川

・
側
溝
な
ど
の
清
婦
を
自
主
的
に

地
域
ぐ
る
み
で
実
施
。

夏
の
清
掃
週
間

7
月
行
日
(
日
)
(
J
m

日
(
日
)

山
や
海
岸
を
美
し
く
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ぐ
る
み

・

各
種
団
体
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
実
施
。

秋

の

清

掃

日

9
月
お
日
(
日
)

冬
に
備
え
小
河
川

・
側
溝
な
ど
の

消
掃
に
重
点
を
置
き
、
自
主
的
に
地

域
ぐ
る
み
で
実
施
。

環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
事
業

ー

上
中
島
地
区
で

引
き
続
き
実
施
|

県
土
美
化
推
進
事
業
の
「
環
境
美

化
モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
う
け
、

昨
年
、
地
区
周
辺
の
み
な
さ
ん

の
協

力
を
得
て
清
府
活
動
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
を
実
践
し
た
上
中
島
地
区
は
、

本
年
も
引
き
続
き
環
境
美
化
モ
デ
ル

地
区
の
指
定
を
受
け
、

事
業
を
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

美
し

い
獄
境
づ
く
り
実
現
の
た
め
、
環
境

美
化
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

av
環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区

事
業
の
あ
ら
ま
し
・

住
民
に
よ
る
向
主
的

・
継
続
的
な

環
境
美
化
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
事
項
を
実
践
し
ま
す

0

・
広
報
啓
発
活
動

-
ご
み
回
収
容
器
な
ど

の
施
設
整
備

・
清
掃
活
動
の
実
践

-
花
木
の
は
帆
栽
な
ど
に
よ
る
緑
化
活

L
U
 

4mt 

刈
り
取
っ
た
草
は

川
ヘ
播
て
な
い
で
グ

r===========================， 
j 市民交通傷害保険受付中/ j 
j ol人1年分の保険科は一口600円、二口まで加入できます。 j 
~ 0受取り保険金は 5千円から百万円まで支払われます。 M

j o家族ぐ るみの加入で、交通事故に備えましょう 。 j 
i くわしくは、市役所生活環境課 l 

~ (宮② 2200 内線削 までお問い合わせください。 H

L=zzz-zzz-z-zz宇中~~~~~中中宇中宇中中=J

子
供
を
水
難
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
は
、
農
業
用
水
の
水
量

が
ふ
え
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

た
い
へ
ん
危
険
な
季
節
と
な
り
ま
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
、
子
供
た
ち

だ
け
で
出
か
け
た
と
き
に
起
き
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
川
の
付
近
に
行
く

と
き
は
大
人
が
い
っ
し
ょ
に
つ
い
て

い
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
雨
の
後
は
川
や
用
水
路
の

水
量
が
増
し
、
水
の
流
れ
も
速
く
な

り
危
険
で
す
の
で
、
子
供
が
近
づ
か

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
親
と
子
の

注
意
で
防
ぐ

水
の
事
故
」



『
県
政
パ
ス
教
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

マ
申
し
込
み
方
法

団

体

-
団
体
名

・
代
表
者

氏
名
・住
所
・T
E
L

-
参
加
人
数

-
コ
ー
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及
び
運
行
日

第

1
希
望

第

2
希
望

住

所

氏

口

昭和63年 5月広報うあ、づ(5) 

左
の
よ
う
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

名

殿

〈
個
人
・
グ
ル
ー
プ
〉

-
氏

名

・
住

所

・T
E
L

-
コ
l
ス
及
び
運
行
日

第

1
希
望

第

2
希
望

81%、%、%

口
実通安全|毒物館~糊広貫堂~教育記念館(昼食)
~情報教育センター(パソコン実習)

住

所

氏

名

CI%、%、%

高志リハビリ病院・慢産ホーム~高岡地場産業
センター(昼食)-

(工業技術センター~太閤山ランド
%のみ観光と物産まつり(テクノホール)-富

山能楽堂

ち<，、%、%

0団体とは、 30-40名の集団をいいます。

0参加費は無料ですが、入館料の必要な

施設では入館料を負担していただきます。

0昼食・飲物は各自持参してください。

0コースは都合により変更されることがあ

ります。

人
数殿

健康増進センター(見学のみ)-福野職業能力開
発センター(県民技能教室・昼食)-万利ダム~
棟方志功記念館「愛染苑J-(高速)

~.~5 . ~ EI% プ

神楽橋・かぐら通り~射水西部排水機場・富山
新港西側埋立地~二上浄化センター(昼食)-光
久寺~朝日山公園

6ゾヲ{o.%
FlM J  

マ
申
し
込
み
受
付
期
間

6
月
分

4
月
お
日

1

5
月
9
日

7
月
分

5
月
お
日

1

6
月

6
日

親
子
パ
ス
分
(
夏
休
み
中
に
運
行
)

6
月
お
日

1

7
月

6
日

9
月
分

7
月
お
日

1
8
月

5
日

目

・
日
月
分8

月
お
日

1
9
月

5
日

マ
参
加
の
決
定

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

決
定
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
地
方
県
民
相
談
室

魚
津
市
新
宿

m
!
?

魚
津
総
合
庁
舎
内

E

M
1
5
3
1
1
間

(山道徒歩 1時間30分あります)
富山市古洞池~野鳥の圏(パードウォッチング
もできます・昼食)ーねいの里

三協アルミニウム工業本社~庄川町水記念公園
(昼食)-繊維研究所~野菜花き試験場~工レガ
ガーデン

農業試験場一食昂研究所~畜産試験場~北陸電
力呉羽試験農場(昼食)-呉羽梨第一選果場~八

ケ山施設園芸団地~経済連精米所

% 

支通安全|導物館・同自転車コース-(高速)-砺
波青少年の家(昼食)-庄川町水記念公園~井波
彫刻伝統産業会館

9イ3

総合体育センター(ミニスポーツセミナー)-い
こいの村富山(昼食)-自然樽物園センターねい
の里~県庁~科学文化センター(プラネタリウ
ム)

木材試験場~ウッドリーム(木工実習)-
(緑化センター(園芸教室・昼食)1

}-消費生活セ
%のみ緑化フェスティバル j 

ンター~県庁~金岡邸

% 

% 

開催中[i~勉~~ド』
'88ミ弓-f;:1号ふドスベふや'L

『ね〈ね〈⑧れ窃い

総合公圏内ミラージユランド
5月22日(日)まで

総合公園ミラージュランドでは、「わくわくふれあい動物ランド‘」

を開催しています。アライグマ、ホロホロドリ 、パンダうさぎなど

愉快でかわいい仲間たちでいっぱい。動物たちとの「ふれあいコー

ナー」、「乗馬 コーナー」、日曜・祝日には「鍋コーナー」なども特設

して、みなさんのご来場をお待ちしています。

入場料大人 500円

小人 300円

(団体割引、水族館との共通券もありますJ
問い合せ先

水族館

総合公園

24-4100 

24-9578 
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ま
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広報うあ、づ

な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
開
放
の

利
用
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

O
利
用
申
し
込
み

毎
週
月
曜
日
、
午
前

8
時
初
分
か

ら
日
時
初
分
ま
で
教
育
委
員
会
体
育

課

(
g
n
l
2
2
0
0
内
線
4
5
1
)

で
受
付
し
ま
す
。

昭和63年 5月

学
校
体
育
施
設
の

夜
間
開
放
に
つ
い
て

魚
津
市
で
は
、
市
内
の
小

・
中
学

校
体
育
施
設
(
凶
校
口
施
設
)
の
夜

間
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
保
持
・増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
放
時
間
は
午
後

6
時
か
ら
9
時

ま
で
の

3
時
間
で
す
。

今
年
度
の
各
施
設
の
管
理
指
導
員

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

O
印
は
、
主
任
。

卓
球
実
技
講
習
会
の
お
知
ら
せ

ー

卓
球
愛
好
者
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

|

マ
講

師元
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

l
ム

羅

武

漢

先

生

マ
と

き

5
月
比
日

ω

午
後

1
時
初
分
か
ら

5
月
日
日
川

午
前
9
時
か
ら

マ
と
こ
ろ

魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
受
講
対
象
者

市
卓
球
協
会
員

市
内
小

・
中

・
高
校
卓
球
部
員

そ
の
他
卓
球
愛
好
者

マ
受
講
料

無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
卓
球
協

会

事

務

局

小

松

昇

E

M
1
2
3
4
0
 

武漢先生

6
月
の
歩
こ
う
会

マ
日

時

6
月
ロ
日
(
日

)

9
時

マ
コ
l
ス

北
山
↓
池
谷
↓
小
菅
沼

↓
松
倉
城
跡
(
約
6
・
5
M
)

参
加
ご
希
望
の
方
は
当
日

9
時
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

(
畳
食
持
参

・
交
通
費
参
加
者
負
担
)

羅

施設名 曜日 氏 名 種 目

火 大 自 信 義 行 ノぐドミントン

西中体育館 7)< 内山 雄

す林'R'Sf L 

年 団

(200日)
ア十三

辻名古 谷裕司 .itl 
金 o nf. iJx 的立 芋; 式 庭 球
土 小松 与1 一I~ï ー 球

月 金川一夫 ソフトポール

西中グラウンド
火 ~f' 悶庄義 一 →ナ ー， カ
水 森 'iL ソフトポール

(150日) * 先名 イ'1] 型f 球
金 高木ヲ吉和 ソフトポール

ゴニ 0二二 JlI .ilミ -r..事 ソフトポール

月 立花信一 ソフトポール
火 OJlI 岸正治 ソフトポール

束中グラウンド オく 辻こ 態人 !I!J- 劫E

(150日)
オt 河 口 大守 →ナ ソ カ

" 松大本島 明夫
→ナ '/ カ

金 ソフトボール

土 寺田正治 ソフトポール

月
。T介T 山谷 宇昌11 子男

ス L.‘ f本 1tA
火 !:i. sj( 
水 浦山広 子 ノ 〈 レ ーポール

大町小体育館 木 北里子孝イ呆 !.~. 言1<

(2308) 
11 中村総ー !_~. sj( 

金

宮集ん5 崎2谷事 市 曲郎旦家2 

ビー チノぐレーポール
11 ビーチノ〈レーポール

j二 ノ〈ドミントン

" 山口波 ノぐドミントン

月
河 湖i 普慾与ー 秋

ソフトポール

大町小グラウンド
火

工古 }川i長 宏、雄作
ソフトポール

水 ソフトポール

(150日) 木 0桁1 民主 事長 男 ソフトポール

金 永谷 E均 大 回T !t!!. 区
ニ仁 下回 ー符 ソフトポール

月 楓 iJ{ 欣 f手T フレ y シュ テニス

本江小体育館
火 0山城イヨ !:ー' 珠
7)< 大江美紀子 ノ 〈 レ ーポール

(230日) オt 大域 I~隻 フレ y シュ テニス

金 キ，'" iミ~ I!月 ピーチノ〈レーポール

士. i可 キミt 'iL ~T ノぐ レーポ ー ル

， 月 !J.!J-村陽呂 徳 男子バレ ー ポ ール

" 千i ~!f' 弓三 係} 人 dヨb民‘ 

吉 島小体育館 火 奥村 同iJIJ 女 子 バ レ ー ポール

(2008 ) 
水

阿r.s部 平年 ノ〈ドミン ト ン

オt 属辰男 ビー チノ〈レ ー ポール

金 米山芳 一 i'f 年 対団E 
j二 0野村松 夫 フレ yシュテニス、-，-:1
月 ，:VJ ~f'文千tf℃; ヅームbー 手

経団小体育館 オく 長谷川 ju ノ 〈 レ ーポール

(200日)
木 川原田 t程k ノ〈ドミントン

金 .1. JlI キこ 刻主 さを 手
ニ仁 0"ドキ寸 呂 宇芋 ートーロ・ー sj( 

火 架中 山ユリ子 ノ〈 レ ーー ，寸て一一 Jレ

道下小体育館 水 山 信男 フレ y シュ テニス

(200日)
オ三 。機室長 工:JJ ノ〈ドミン ト ン

金 坂 一 郎 ズム 体 練
jニ 川上初i 子 ピー チノぐレーポール

月 ゲf ぷ: ~~~ ノ〈ドミントン

住吉小体育館 水 寺美 西 美 和 子 ヌ L.‘ f司足 掛i

(150日)
オミ 谷洋 子 ノ〈レ 一一，寸てー- Jレ

金 !J.!f・ t主ヨL 二r ビー チノ〈レーポール

ゴニ 0河岸 勉 フレ y シュ テニス

火 0壬f 口 1;.:年五t三 紺l づ| き

上中島小体育館
11 

梅部謀. 崎 秀 夫
手掛l づ| き

オミ ED Jlli'i ごf二 ノ〈ドミン ト ン

(100日) 11 回 l'経 レクリエ ーション
j二 川悶 J~t:長u -{- ビー チ バ レ ー ポール
11 宇4ド E乃 ピーチノ〈レーポール

松坪小体育館 火 谷口逸失 フ レ ン シュテニス

(100日)
コ'fc oi百i 崎崎 忠行 ノ〈ドミン ト ン

ゴニ 河 節 夫 ピーチノ〈レーポール

07:窓本繁雄 ノ〈 レ ーー ，寸て一一 ノレ

片貝小体育館
森川金蔵 ピーチノ〈レーポール

松岡 要 ビーチノ〈レーポール

(100日) 内生政首誕 敏 夫 ノ 〈 レ ーポール

伊 昭正彦 フレ y シュテニス
松 山 幸 フレ y シュテニス

西布施小体育館 木 0点下宏純 各 flnスポーツ

(100日)
金 浜田睦子 ノ〈レーーオてー- Jレ

土 佐々木 昌 宏 ピーチノ〈レーポール

1< 久保田勝代 ノ〈レ ーー オて一一 Jレ

上野方小体育館
11 野村柳宮 子 ノ〈レーーオてー- Jレ
水 有坂 夫 ノ〈ドミントン

(100日) 11 。宮 崎 段、 .t;J. 球
土 石図 おす ビーチノ〈レーポール

" 米国純男 ビーチノ〈レーポール

坪野小体育館 水 Oil'l 河茂雄 4i-球ノ〈ドミントン

(50日)
水 ・土 消河純夫 ビーチノ〈レーポール

ゴ二 lゐ沢則行 ビーチノぐレーポール

天 神(50小8)あと 水・ 1ニ 01羽 ロ f窒! 日召 卓球、ビーチバレーポール

ゴニ 山田 fl! 子 ビーチノ〈レーポール



心
に
刻
も
う
確
か
な
一
冊
②

新

し

い

本

〈
一

般

書

〉

記
憶
力
の
す
す
め

鈴

木

健

二

お
ま
じ
な
い
の
本

マ
l
ク
矢
崎

危
機
を
乗
り
き
る
財
テ
ク

(7) 

魚;孝命e自然

昭和63年 5月広報うあ、づ

魚族紹介(137) 

て〉えらし

海
江
田
万
里

ス
ト
レ
ス
に
克
つ
生
活
術菅

原

明

子

手
作
り
お
や
つ
|
句
の
た
の
し
み

昔

も

今

も

|

大

場

育

子

「
と
れ
た
て
の
短
歌
で
す
日

俵

万

智

+

浅

井

慎

平

喜
び
の
美
・
亡
び
の
美

外
村
吉
之
介

入
生
天
気
図
曇
り
の
ち
晴
れ

倉

嶋

厚

説
〉

干
刈
あ
が
た

阿

部

牧

郎

邦

光

史

郎

大
庭
み
な
子

夫

馬

基

彦

黄
色
い
髪

大
阪
迷
走
記

虹
を
創
る
男

王
女
の
涙

金
色
の
海

日本近海だけに分布し、魚津では春のホタルイカ定置

網に入いる。体は扇平で、生きている時は透明に近く、

水深40""'300mの海中を浮遊しながら生活する。富山湾で

は深い海底省をもっ新湊、岩瀬、水橋の沖合ガ怒漁業と

なっており、底曳き網で海底の壁面をかき上げるように

して漁獲される。雌は300個ほどの卵を腹部にかかえ、卵

はそのまま発生ガ進み親と同じ形になって涼ぎ出す。殻

がやや硬く、かき揚げなどに料理される。

ニのシリーズは、今回をもって休載します。

そ
し
て
扉
が
閉
ざ
さ
れ
た岡

嶋

二

人

数
の
風
景

松

本

清

張

年
月
の
流
れ
の
底
に

池
田
み
ち
子

雷
獣

立

松

和

平

重
役
の
日
誌

咲

村

観

風
分
け
て
時
次
郎

西

村

望

さ
ら
ば
愛
し
の
や
く
ざ

安

楽

隆

雄

e
t
c
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5
月
の
日
曜
開
館

5
月

8
日
(
第

2
日
曜
)

J

}
開
館

5
月
辺
日
(
第

4
日
曜
)
』

翌
日
(
月
曜
日
)
は
休
館
で
す
。

-
l
i
-
-』
[

』

-
J
I
-
-』
l
t
i
J
l
H

川

柳

教

室

5
月
初
日
倒

午
後

l
時
初
分
ー

と

こ

ろ

魚

津

市

立

図

書
館

(
(
2
1
l
(』

1
1
1
1
1
1
1
1」

と

き

こ
ど
も
の
読
書
週
間

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

5
月

1
日

l
H
日
ま
で
「
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」
で
す
。

図
書
館
で
は
、
次
の
と
お
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
い
た
し
ま
す
。

0
5月
7
日
出

午
後

2
時

1
3時

o
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

昌局@ス滅ーツごよ砂
とき 行 事 名 ところ

7日出
市中学校

桃山野球場
野球東西対抗戦

テニス協会 ミラージュ

8日(日)
春季新川選手権 コート

軟式野球
高松宮杯準決勝・決勝

桃山町'球場

10日(刈
北日本朝間野球大会

桃山野球場
開会式

15日(日)
市中学校

桃山町'球場野球県外招待試合

17日(刈 弓道 5月度月例射会 市民弓道場

富山県身障者体育大会 県営陸上競技場
22日(日)

軟式野球天皇杯予選 桃山野球場

テニス協会
市営コート

レデベースカ ップ

29日(日) ライオンカ ップ小学生 魚津
バレーボール新川大会 総合体育館

軟式野球天皇杯予選 桃山野球場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
座
開
講
の
お
し
ら
せ

ワ
ー
プ
ロ
教
室

入
門

i
初
級

4
日
間
コ
l
ス

マ
期
間

5
月
口
日

ω
l
m日
幽

午
後

5
時
初
分

1
8
時
初
分

マ
受
講
料
一
万
円
(
一
日
に
つ
き

二
、
五

O
O円
)

同
名

マ
{
疋
ロ貝水

墨
画
教
室

毎
月
第

1
・
第

3
日
曜
日

午
後

2
時
か
ら

4
時
ま
で

O
受
講
料

1
か
月
一
、
五

O
O円

O
講

師

扇

谷

逸

郎

先

生

O
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
川
縁
地
内
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
横
、
午
後

1
時

か
ら
、
月
曜
休
館
宮
@
9
5
7
9
)

O
シ
」
長
C

ま ア 呉

期総会 定センタl魚津市交通
{雀 5 

つニ羽

り 映画メ 社映画
物

名

PM AM 29 分間 28
と1 10日 I 1 日

時時(日) 時仕) き
I I 30 

Z口円E小人 て包口円 大人

鉦 入 Jレ

料
場料 催物

L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
5
月〉

実
施
地
域
:
・下
野
方
地
区
(
本
江
・

友
道
・大
光
寺
)
。
点
検
に
は
県

L
P

G
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ

ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

包

@
5
3
4
0

警
報
器
が
鳴
っ
た
ら
、
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
じ
、
戸
を
開
け
室
内
の
ガ
ス

を
排
除
し
て
く
だ
さ
い
。
電
源
ス
イ

ッ
チ
に
は
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。



(8) 広報うおづ昭和63年 5月

あなたのまちの話題を募集してい ます。

あて先 釈迦堂|ー 10一 |市役所広報担当係 (fi22-2200番 内線161)カメラ

レポ
V交通安全の願いをこめて、

風船とばす

~- ~.. 11 

除、 .--~...ヤ\/'/\1
¥di阜 、:ト

企2000年国体をめざして
ー スポーツ少年団結図式 -

春の交通安全運動初日の 4月 6目、市役所

前で道下保育園児たちが、 交通安全のI.9.R ~ 、を

こめて風船約200個を大空ーへ飛ばしました。風

船には 、それぞれ安全運転を幣びかけたノ、ー

ト烈のメ ッセージカードが付けよ当れていまし

たが、そのうちの一個が長野のリンゴ士IHに持

いおり、拾った人から返事の手紙がきました。

手紙を読んでもらった子どもたちは 、1.9.;(い

がかなったと大喜びでした。

4月10日、吉田グラウンドで、魚津市スポーツ少年団の総合結図式

が行われました。

今年は 、14種目 、49団、1，615人が参加、それぞれ団旗を先頭に入場

行進をした後、各団のキャプテンがチームを紹介。

最後に 、本江ミニバスケ ッ トの黒田充弥君が49団を代表して 、今年

の活躍を力強く 宣誓 しました。

吉
田
記
念
魚
津
市
立
郷
土
館

魚
津
市
小
川
寺
字
天
神
山

告

白
|
7
0
4
5

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
石
仏
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

婦
人
会
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
を
も
と
に
、
市
内
の

石
仏
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
を
紹
介
し
ま
す
。

郷
土
館
の
あ
る
天
神
山
中
腹
に
も
た
く
さ
ん
の
石
仏

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
展
示
と
合
わ
せ
て
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
開
発
途

川
上
国
の
新
し
い
国
づ
く
り
に
参
加
す

叩
る
青
年
海
外
協
力
隊
の
隊
員
を
次
に

川
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

叩

O
応
募
資
格

何
歳

l
u
歳
の
青
年

(性
別

・
学
歴
は
問
わ
ず
)

O
派
遣
期
間

2
年
間

O
派

遣

国

ア

ジ

ア

・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東

・
中
南
米

・
南

太
平
洋
の
開
発
途
上
国

川

O
派
遣
職
種
農
林
水
産

・
土
木
建

川

築
・保
健
衛
生
・教
育
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約
問

種

O
説
明
会

5
月
間
日
(
火
)
お
よ
び

日
日
(
金
)
各
午
後

6
時
か
ら

制

富
山
県
民
会
館
別
号
室

企画展『鶏潟@否仏』
5月20日(創'"'-'6月30日(木)

車
同
信
四
一

5
月
刊
日
(
水
)
午
後

6
時

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
第

4
会
議
室

。
問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
総
務
部
学
術
国
際
課
分
室

「
富
山
県
旅
券
セ
ン
タ
ー
」

8

0
7
6
4
1
6
1
4
5
8
1
 

、4
4
4
4
4
4
8
4
AY'
4
4
A
J

…
林
道
内
マ
イ
カ
ー

…

+

乗
り
入
れ
禁
止

や

市
で
は
、
転
落

・
落
石
の
危
険
防

止
と
山
火
事
予
防
の
た
め
、
魚
津
警

察
署
と
協
力
し
、

4
月
初
日
か
ら
印

日
間
林
道
の
一
部
路
線
の
交
通
を
規

制
し
て
い
ま
す
。

規
制
路
線
の
起
点
に
は
看
板
が
立

て
ら
れ
、
重
点
路
線
に
は
鎖
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。



子
供
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い

、

4
月
お
日
、
市
役
所
屋
上
で

「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
掲
揚
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

招
か
れ
た
魚
津
第
二
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
、
市
長
と
と
も
に
ロ
ー
プ

を
引

っ
張
る
と
、
コ
イ
は
、
春
風
を
い
っ
ぱ
い
う
け
元
気
よ
く
泳
ぎ
ま
し
た
。

司

-、
冒
円

4
市
役
所
屋
上
に

「
こ
い
の
ぼ
り
」

V苗木の街頭配布

魚津市緑化推進委員会は、 4月13日、

中央通りで苗木の無償配布を行いまし

た。各家庭で育ててもらおうと準備した

ヒラトツツジ・キンモクセイ ・サザ‘ン

カなど950本は 、またたくまにな くなる人

気ぶりでした。

昭和63年 5月広報うおづ(9) 

伽

6
月
3
留
は
商
業
統
計
調
牽
ぬ
障
で
す

仙
調
査
の
対
象

全
国
の
卸
売
業

・
小

料

と

し

て

利

用

。

川
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
商
庖
。

秘
密
の
厳
守

調
査
に
つ
い
て
の
秘

叩
調
査
の
期
日

昭
和
臼
年

6
月

1
日
密
は
統
計
法
で
厳
重
に
守
ら
れ
、
統

川
現
在
で
実
施
。

計
作
成
以
外
に
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

川
調
査
の
方
法

県

知

事

が

任

命

し

た

で

、
正
確
な
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

伽
調
査
員
が
商
庖
を
訪
問
し
、
調
査
票
な
お
調
査
員
は
身
分
-
証
明
書
を
携
帯

…
に
必
要
事
項
の
記
入
を
依
頼
し
、
取
し
て
い
ま
す
。

仙
り
ま
と
め
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

川
調
査
の
目
的

我
が
国
の
商
庖
の
版

8

n
|
2
2
0
0
内
線
引

叩
売
活
動
実
態
や
分
布
状
況
、
商
品
の

伽
全
国
的
な
流
通
状
況
等
を
明
ら
か
に

川
し
商
業
の
育
成
策
の
重
要
な
基
礎
資

川
白

Zhq，a
Z白
事
白
事
也
事

8
6
Z也
事

b
z
b
z
a
z
e
s
z白

5
月
引
日

1
5
月
引
日

け
料

一
家
内
労
働
旬
間

完

成

…

家
内
労
働
者
(
主
と
し
て
内
職
を

川
し
て
い
る
人
)
の
み
な
さ
ん
ノ

の

が

行

爪

仙

0
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ
て
い
ま

ん

年

日

r

州

「
」
o
y
A
H
M

さ

2

7

7

附

明

、

月

げ

叩

0
工
賃
は
現
金
で

1
か
月
以
内
に
受

寄
，

ぃ

r
n
L

ふ

C

刷

ヨ
4

ロ

川

け
取

っ
て
い
ま
す
か
。

寺

の

何

時

し

礼

げ

し

、

…

o
最
低
工
賃
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

腕

脳

同

憾

桐

…
O
危
険
、
有
害
な
作
業
は
あ
り
ま
せ

、

に

で

順

一

口

一

ん
か
。

ウ

り

ん

禁

γ

仁

川

ん

く

積

の

仙

川

叩

0

い
わ
ゆ
る
イ
ン
チ
キ
内
職
に
気
を

さ

づ

ど

そ

お

。

叩

J

な

」

な

。

土

の

み

仏

け

成

粘

も

叩

の

で

付

完

、

な

州

ラ

な

色

ど

は

ぱ

川

一
「

・

ほ

。

」

つ

イ

像

け

の

た

仏

り

叩

ヴ

仏

付

こ

し

で

の

叩

川

で

土

で

ま

な

m

新

導

粘

り

れ

「

初

叩

指

か

わ

幅

州

.砂

な
て f"1""~
イム ド

一一一一調査にご協力を一一一一

労

働

講

演

会

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

マ
と

5
月
M
日
(
火
)
午
後

1
時
初
分
か
ら
約

2
時
間

マ
と
こ
ろ
魚
津
商
工
会
議
所

3
階

マ

講

師

同

志

社

大

学

教

授

安

枝

英

討

氏

マ

演

題

「

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

と

労
働
法
」

マ

受

講

料

無

料

マ
申
込
み
先
市
商
工
観
光
課

E
n
|
2
2
0
0
内
線

3
1
1

き
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グ
下
水
道
と
は
、
ど
ん
な
も
の
か
グ

Q

下
水
道
事
業
は
、
ど
ん
な
目
的

で
行
わ
れ
る
の
で
す
か
?

A

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
、
雨
に
よ
る
浸
水
か
ら
人

び
と
の
く
ら
し
を
守
り
、
川
や
海
の

よ
ご
れ
を
防
い
で
、
美
し
く
豊
か
な

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

Q

下
水
道
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
効

果
が
あ
る
の
で
す
か
?

A

わ
だ
く
し
た
ち
は
、
毎
日
の
く

ら
し
の
中
で
た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ

て
い
ま
す
。
く
ら
し
や
産
業
、
文
化

の
発
展
の
た
め
に
、
水
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
使

わ
れ
た
水
は
、
汚
れ
て
そ
の
ま
ま
川

や
海
に
流
さ
れ
る
と
、
そ
の
地
域
の

環
境
は
た
い
へ
ん
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
汚
れ
た
水
を
集
め
て
き
れ
い

に
処
理
し
て
川
や
海
に
流
し
ま
す
。

そ
の
効
果
は
、

①
水
洗
便
所
が
使
え
ま
す
。

清
潔
で
快
適
な
水
洗
便
所
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
不
衛
生
な
汲
み
取

り
便
所
が
な
く
な
り
、
悪
臭
も
し
な

く
な
り
ま
す
。

②
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

き
た
な
い
ド
ブ
や
ミ
ゾ
が
整
理
さ

れ
、
カ
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
い
で
、
伝

染
病
な
ど
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

③
浸
水
が
な
く
な
り
ま
す
。

雨
水
を
道
路
や
宅
地
か
ら
す
ば
や

く
取
り
除
く
の
で
、
大
雨
で
も
浸
水

に
悩
ま
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

④
川
や
海
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

汚
れ
た
水
を
終
末
処
理
場
に
集
め

て
、
き
れ
い
に
処
理
し
て
か
ら
、
川

や
海
に
か
え
さ
れ
る
た
め
、
よ
ご
れ

た
川
や
海
が
美
く
し
く
よ
み
が
え
り

ま
品
、
す
'
。

Q
 
下
水
の
排
除
方
式
に
は
ど
ん
な

方
法
が
あ
る

の
で
す
か
?

A

汚
水
と
雨

水
(
こ
れ
ら
を

総
称
し
て
「
下

水
」
と
い
っ
て

い
ま
す
)
を
排

除
す
る
方
式
に

は
「
合
流
式
」

と
「
分
流
式
」

の
二
通
り
が
あ

り
ま
す
。

①
合
流
式

汚
水
と
雨
水

を
同
一
管
渠
で

集
め
て
排
除
す

る
方
式
を
い
い

ま
す
。

②
分
流
式

汚
水
と
雨
水

を
別
々
の
管
渠

で
集
め
て
排
除

す
る
方
式
を
い

い
ま
す
。
汚
水

は
終
末
処
理
場

で
処
理
し
た
の

ち
、
ま
た
雨
水

は
管
渠
か
ら
直

接
河
や
海
に
流

し
ま
す
。
魚
津

市
は
分
流
式
で

計
画
し
て
い
ま

す
。

ぼくの町には下水道ができました。

事前
1脅場d多?

・".， .~ 
ミ正云孟，... ........ 

Vι三主主~

t延室診

おじいちゃんの町には下水道が



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
月
は
、
成
人
病
ド
ッ
ク
、
一
人
当
り
医
療
費
、
一
口
医
学
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

四
月

i
十
二
月
の

一
人
当
り
医
療
費
は
?

四
九
%
増
)

老
人

l
四
四
八
、
九
九
五
円
(
四
・

コ
二
%
増
)

全
体

1
一
七
一

、
二
四
八
円

(八・

O
八
%
増
)

医
療
費
が
上
が
れ
ば
保
険
税
も
上

が
る
と
い
う
大
原
則
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
お
五
い
に
健

康
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

九
か
月
分
の
通
算
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
(

)
内
は
前

年
同
期
に
対
す
る
増
減
率
で
す
。

若
人

l
一
O
一
、
一
三

O
円
(
七
・

八
九
%
増
)

退
職
者

l
二
O
六
、
二
七
五
円
(
二

・

昭和63年 5月広報うおづ)
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成
人
病
ド
ッ
ク
の

す
す
め

前
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
内
容
に
少
し
変
更
が

あ
り
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、

(

)
内
は
前
年
度

の
金
額
で
す
。

費
用

l
一
人
分
三
万
千
九
百

円
(
三
万
円
)
で
、
う
ち
二
万

四
千
九
百
円

(
二
万
三
千
円
)

を
助
成
し
ま
す
。
本
人
負
担
は

七
千
円

(七
千
円
)
で
す
。

検
査
項
目

l
精
密
眼
底

検
査
と
乳
房

・
卵
巣

・
子

宮
の
超
音
波
検
査
の
二
つ

が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
内
容
が
さ

ら
に
充
実
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
受
け
て
み
て
く
だ
さ

av 
申
込
み
は
お
早
目
に
。

15 2思2上♀与手首 (一口医学〉 五会をそ 528く、おノlfー

こきいり 足 もが科ト ー一一 一-ー O 多てのんす O 人気キ八

日?ぷ 2ム合言三Zパーキンソン病の早期観]リH ZA日汗
い足会け手ど る はけれ t -ー ニ二JJO で状名 ま日万 ン年
はか 〉が足〈 え つればー 歳はは前れ本人発にに
ーら:なが緊 〉 きばい早し初も も 間れ 老り が出 ぐな 知は な人当病よイ
、は全くふ張激ま内ち〈 、期あいあ 違た化進多はらいら聞 病はた率つギ

二じ 2 、るししす科ば病気症りまりわり現行くじいでない 気五りはてリ
年まといえたい 。医ん院づ状主はまれ、象す、めにしいた で 0 一 白 報 ス

J2つるわ運 によへいいすょす る 中 と る ゆ る 症 子 と こ は人五人告の

?語学左足立雪 雲Z45言〈話 。:T52::禁ん:ふ す;?ゑX5
ち
に
だ
ん
だ
ん
反
対
側
の
手
足
に
も

ふ
る
え
が
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

何
事
も
最
初
の
動
作
が
う
ま
く
い

か
ず
、字
は
書
け
る
の
で
す
が
、
書
い

て
い
る
う
ち
に
小
さ
な
字
に
な
っ
て

し
ま
う
。
「
動
作
が
に
ぶ
く
な
っ
た
」

「
返
事
が
遅
く
な
っ
た
」
な
ど
と
注
意

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

〈
歩
き
方
で
も
気
づ
く
〉

前
か
が
み

の
姿
勢
に
な
り
、
肩
を
す
ぽ
め
て
老

人
の
よ
う
。
回
れ
右
が
う
ま
く
で
き
な

い
。
小
股
で
歩
き
、
歩
く
と
き
腕
の
振

り
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
顔
は
仮
面
の

よ
う
に
無
表
情
に
な
り
、
声
も
小
さ

い
。
専
門
医
は
、
患
者
が
診
察
室
に

入
っ
て
き
た
だ
け
で
診
断
が
つ
く
と

い
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
症
状
が
進
む
と
、
歩
き

は
じ
め
る
と
止
ま
れ
な
く
な
り
、
倒

れ
る
ま
で
突
進
し
て
し
ま
う
の
で
、

駅
の
ホ

l
ム
や
道
路
に
立
つ
こ
と
さ

え
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
や
足
の
指
が
変
形
し
、
筋
肉
も

こ
わ
ば
っ
て
、
他
人
の
助
け
を
借
り

な
い
と
立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
車
い

す
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に

は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
る
べ
く
早
く
医
師
の
治
療
を
受

け
、
薬
を
服
用
す
れ
ば
、
症
状
を
お

さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
薬
は
よ

く
効
き
ま
す
が
、
副
作
用
も
あ
り
ま

す
。
必
ず
定
期
的
な
診
察
を
受
け
て
、

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
薬
を
服
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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f暴

お問い合せは魚津市健康センター

合 24-3999

O

六
郎
丸

1
9
8
0番
地

O
三
田
村
悠
平
く
ん

〈
マ
マ
の
一
言
〉

素
直
で
元
気
に
育
っ

て
ね
。

所言科葉時 診 新
日5月6 29 22 15 8 5 4 3 日1月5 

歯科
日5月6 29 22 15 8 5 4 3 日1月5 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

在療川 (日) (日) (1'1) (円) (日) (村 (1<) (:k) (1'1) (11) (H) (H) (11) (11) (村 (l!¥) (刈 (11) 5 

地目岡田 療急患医 地
山

匡院奥歯科}II 歯科医院赤祖父
匪院広瀬歯科医院夏歯科目医院科清水歯E思医院歯科能 医院科米歯国噛

丘緑i色掌
寺崎医院 科E人鈴E 木 晒屋医院

沢口
扇医院谷 大崎医院 医

沢口
月

宮 古市黒科内午後曜田 体区
口 の

医院科歯 病院ケ 医院科外 医院科内 休

@o f草t防署向R肖l 部市 ・ 7 日
告~ 上村木

金 鴨

告I~ 上村木
新 j兵 文 村 大

宮It 上口

双 友 本 友 ~t 浜 火 日7 .:.!.:r ~ + p寺

診療医
3 百干完斗 1祝 セ 夜

宮0O0 9 町浦号003 1 町11 
@ 倉l 金屋g1 経田?; 

置管56 ; E 雪82 0 華町
宮守道@ g l江 管fl 市 菱自 ン間

診療時聞は、いずれ

干九斗 11 タ
l 

8 9 2 2 
7 

) 時 l 5 5 0 3 4 3 
も午前 911寺から午後

9 1 5 7 4 8 1 5時ま で。 l 

内 ~ヨ「- 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 品・チJ.I， 級 妊婦とその家族 5月27日幽 9:30-16:00 ..ーーー----------・ーー.-ー 昼食をご持参ください。

4カ月児健診 4か月児
5月12日(木)

13 : 00 -13 : 30 
5月26日(木) 魚津市健康

8カ月児健診 8か月児 5月18日(水) 13:00-14 :00 センター

離乳食講習会 8か月児 5月20日幽 13 :00-15:00 麻しん(はしか)の接

1歳6カ月児健診 61年10月生まれの児 5月24日(刈 13: 00-14: 00 ーーキーー申・----申・--------------ーー"種券を発行します。

育児サロン 乳幼児とその家族 5月20日幽 10: 00-12: 00 魚津市健康センター

股関節脱臼検診 3か月児
5月12日(村

13 :00-13: 30 魚津保健所
産後のお母さんの貧瓜l

6月2日(柑 検診を併せて行L、ます二

3歳児健診
60.4.16 -4.30生まれの児 5月11日(水)

13 :00-14: 00 魚津保健所 尿の検査があります。
60 . 5 . 1 -5 . 15生まれの児 5月25日(7j()

機能訓練
脳宇中後遺症のある人

5月12日(村
10:00-15:00 

魚津市健康
副1*車は10:00-12:00

(リハビリテーション) 5月19日附 センター

5月19日(柑 13:00-15:00 魚津市健康センター 血圧illlJ定、心電図、検
健 康 相 員炎 一般市民

5月10日(刈 百 楽 荘
尿、診察が受けられま

10 :00-11: 30 す。

毎週月・木曜日 10:00-11: 30 本江公民館
-体操の出来る服装で

毎週月・木曜日 9:30-11 :00 経団公民館 おいでください。
毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館

-日をきめて健康相談健康体操と
一般市民 毎週火曜日 9:30-11 :30 魚津市健康センタ一(男) も実施しています。健康相談

毎週水曜日 9:30-11 :30 魚津市健康センター(女)

毎週月曜日 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館

毎週木曜日 大町公民館

5月15日(日) 8:30-14:00 魚津市健康センター
料金 70歳以上無料

5月25日(水) 魚津保健所 69歳以下 700円

肺がん検診 一般市民
5月27日幽

魚津市健康
5月10日(刈 13 :00-14 :00 

センター
5月15日(日)

6月3日幽 西布施公民館



O
友
道

2
1
8
0番
地

O
北

候

恵

子

O
昭
和
臼
年
4
月
刊
日
生
(
長
女
)

〈
マ
マ
の
一
言
〉

健
康
で
明
る
い
子
に
育

つ
て
は

'し
い

。

昭和63年 5月広報うおづ(13) 

と
き

5
月
幻
日
(
土
)

午
前
叩
時
1

午
後

3
時
初
分

街頭献血に ζ協力ください

ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

5月6日(/，t:)
大町公民館

子宮ガン検診 一般市民 5月10日(火) 13 : 00 -14 : 00 

6月3日(付 西布施公民館

5月6日倒
大町公民館

乳ガン検診 一般市民 5月10日(火) 13 : 00 -14 : 00 

6月3日小) 西布施公民館

5月31日(火) 10 : 00 -15 : 00 蛇旧公民館

結核検診と
一般市民

6月1日(/1¥) 9:30-11 :30 黒沢公民館

成人病検診 6月1日(村 13 : 00 -15 : 00 長 引 野公民館

6月3日(斜 9:00-20:00 西布地公民館

健康づくり 5月10日(刈 10 : 00 -14 : 30 魚津市健康センター ( 2年コース )

栄養教室
一般市民 (予約者)

5月13日(剣 魚津市健康センター
栄31主学、制埋め)，~4>:、

9:30-14: 30 身体ill1J定、 l血液検作

。がん検診希望者は、実施日 10日前まで魚津市健康センター TE L (24)3999へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

守
ろ
う
健
康
、
受
け
よ
う
模
診
/

成
人
病
は
数
十
年
に
わ
た
る
生
活

や
食
習
似
が
つ
く
る
と
い
わ
れ
、
高

血
圧
、
椴
尿
病
、
心
臓
病
、
ガ
ン
の

予
防
は
、
ね
た
き
り
や
痴
呆
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ω歳
以
後
は
毎

年
検
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康
を
点

検
し
、
{
寸
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

検
診
も
年
々
内
容
が
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
受
診
対
象
者
に
は
後
日
、
保

健
衛
生
推
進
員
を
通
じ
て
案
内
い
た

し
ま
す
。

集
団
検
診
地
区

大
町
、
村
木
、
上
中
島
、
松
倉
、

上
野
方
、
西
布
地
、
片
貝
、
天
神
の

ω歳
1ω
歳
の
方
は
、
地
区
の
公
民
館

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
検
診
地
区

住
吉
、
本
江
、
加
積
、
道
下
、
経

団
地
区
の

ω歳
1
臼
歳
の
方
と
全
地

区
の
日
歳
以
上
の
方
は
、
5
月
日
日

1

7
月
白
日
の
問
に
、
市
内
の
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

結
核
検
診

国
歳
以
上
で
職
場
や
学
校
で
検
診

を
受
け
な
い
方
は
、
す
べ
て
地
区
の

公
民
館
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
医
療

機
関
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

予 防 接 種 ( 5月分)

内容 対 象 と き と ー ろ} 

-第 1期=3目上回凡接イ1:種、 13:30 魚津市健康センター

盲目 せき 4 ) J実施 2，:，長 -14:00 該当 地区
リム(3 '~R 児で、 ま1":1安

フジテリア 同の終了していない幼 村-木・大町 ・本江
リよも合む。) 5月10日(火) 住111・上野方 ・

破 傷風
-第2期=21 回1111の~み3接凶種彼 上中山
W， 1 J日iを

道下 ・力n柏 ・経団
(三種混合) 附終了児で、 i此終後附

5月16日(1]) J"・貝 ・西 布地 ・
月になる 3，:&リム

天神 ・松倉

13:30 魚津市健康センター

-14:00 該当 地区

ポ オ ヨニ後 3か}-Jから
村木・大H汀・本 江

5月9日(1]) 住先 ・上野 方 ・

上中山

生ワクチン 18か}JのIlIJに 21叫'A_Ji血 道下 ・加干Ilr.経団

5月13日附 片貝 ・西布d居b、地 ・
天神 ・松

5月20日倒 受け全な地か区っのた方

-体i:riは自宅て'-kl・ってきて くださ L 3.過ょにおいて、この予防篠純によ

-母子健康手帳、 HJかんを持参くだ り、MIJ反応を起こしたことのある

{賄
さし、。 幼児。

※接種できない幼児 4その他、接的を行うことが不通当

l発熱、下痢または心臓、 じん臓、 と認められた幼児は、娘師て'きま

肝臓疾忠などのために治療してい せんので、注立してください。
ニ;!fヨ

る幼児。 ⑪ポリオ生ワクチン、 l保しん BCG

2接的前 l年以内にけいれんの痕状 の接純間隔は 1か月をあけてくだ

を起こした こと のある幼児。 さL、。
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広報うあ、づ昭和63年 5月

5
月
中
に

国
民
年
金
の
現
況
届
を

旧
国
民
年
金
の
障
害
年
金
・
母
子

年
金
・
準
母
子
年
金
・

遺
児
年
金
・

寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
。

五
月
は
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時

期
で
す
。

「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
受
け
て

い
る
あ
な
た
や
家
族
の
状
況
に
変
化

が
な
い
か
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年

金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
が

止
ま
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
正
し
く
記

入
し
て
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

担
当
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
五
月
末
日
で
す
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。

固
定
資
産
税
の

納
期
に
つ
い
て

昭
和
臼
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の

3
年
に
一
度
の
評
価
替
え
の
年
に
あ

た
る
た
め
税
法
改
正
等
が
行
わ
れ
、

固
定
資
産
の
納
税
通
知
書
は
、
通
常

よ
り
ひ
と
月
遅
れ
て

5
月
日
日
に
発

送
さ
れ
、
第
一
期
の
納
期
限
は
、

5

月
訂
日
に
な
り
ま
す
。

昭和63年度

固定資産税第1期

および軽自動車税

の納期限は

5月31日です。

昭
和
白
年
度
市
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
税
務
課
で
は
、
昭
和
臼
年
度
市

税
に
つ
い
て
、

4
月
お
日
か
ら

5
月

比
日
ま
で
に
特
別
徴
収
月
間
と
し
て
、

未
納
者
宅
の
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
す
。

今
一
度
お
手
元
の
納
税
通
知
書
を

お
確
め
く
だ
さ
い
。

国

税

専

門

官

募

集

昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
位
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

マ
試
験
の
程
度
大
学
卒
業
程
度

マ
受
付
期
間

5
月
日
日
(
金
)
か
ら

5
月
初
日
(
金
)
ま
で

マ

試

験

日

第

一

次

試

験

7
月
9
日
(
土
)

7
月
刊
日
(
日
)

第
二
次
試
験

9
月
ロ
日
(
月
)
1

9
月
比
日
(
水
)

く
わ
し
く
は
、
魚
津
税
務
署
(
魚
津
市
北
鬼
江
仰
の
2
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮

μ

l
l
3
7
0

マ
受
験
資
格

消防本部予防課からのおしらせ ft24-0295

危

険

物

取

扱

者

試

験

ガ
ソ
リ
ン

・
灯
油
な
ど
の
危
険
物
取
扱
者
の

資
格
取
得
試
験
が
次
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ

と

き

6
月
ロ
日
(
日
)

マ
と
こ
ろ
富
山
工
業
高
校

マ

受

付

5
月
6
日
1

5
月
ロ
日

マ
試
験
科
目
丙
種

・
乙
種
四
類

な
お
、
丙
種
は
一
年
に
一
回
で
す
。

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

甲
種

6
月
日
日
(
木
)
ノ

6
月
げ
日
(
金
)

ノ

乙
種

J

6
月
児
日
(
土
)

、

マ
と
こ
ろ
魚
津
地
域

J

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

ふ

マ

受

付

5
月
お
日

1
6
月
9
日

昨
年
、
防
火
管
理
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ

従
来
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

マ
と

き

富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ
事
業

入
門
コ

i
ス
の
ご
案
内

。。
日対

象
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
も
つ
人

時

7
月
8
日
、
日
日
、
幻
日
、
初
日
の
各
金
曜

日
、
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で

(
4
回
)
と

7
月

μ
日
(
日
)
午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

O
会
場
魚
津
平
安
閑
(
市
内
北
鬼
江
)

O
定

員

印

名

O
申
し
込
み
期
日

6
月
刊
日
(
金
)

O
申
し
込
み
方
法
は
が
き
に
氏
名

・
住
所

・
性
別

・
職

業
を
記
入
の
う
え
魚
津
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ヘ
市
内
新
金
屋
2
|
日
|
お
百
楽
荘
内
J

r

e

μ
|
3
2
4
1
」

く求人情報〉

性別 募集職種 年齢 賃 金 地区 人貝 資そ格の経他験

事務員 20-35 10.5-18.5 万円 )11 縁 l 高卒以上・普免

営業 20-26 13.7-16.7 本 町 2 高卒・普免

男 運転手 30-50 12.5-13.8 上村木 l 普免

機械工 18-50 11.35-20.35 道 坂 3 普免

運転手 19-40 11.8-16.8 横 枕 2 普免

仕検上係査 25-45 10.8-13 一 ケ 6 不問

庖員 18-50 12 駅前新町 1 11 

女 事務員 30-35 10-12 11 1 高卒・普免

受付係 18-45 10.4 友 道 1 不問

運転手 30-50 12.5-13.8 小川寺 1 普免

求めています.グ

宮 24-0365

※くわしくは、魚津公共職業安定所へ

お問い合わせ下さい。



厚
生
省
援
護
局
か
ら

。
お
知
ら
せ
々

「
ま
だ
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な

い
戦
没
者
遺
族
と
旧
軍
人
軍
属
の

方
は
届
け
出
を
ノ
」

1
、
今
次
の
戦
争
に
関
す
る
勤
務
(
昭

和
日
年

4
月
却
日
以
降
)
に
従
事
し
、

こ
れ
に
関
連
し
て
死
没
し
た
旧
軍
人

軍
属
等
に
対
す
る
叔
位
叙
勲
を
受
け

て
い
な
い
遺
族
。

2
、
定
例
叙
勲
の
発
令
が
、
昭
和
日

年
5
月
以
降
昭
和
幻
年
4
月
ま
で
の

問
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

勲
記
ま
た
は
勲
記
お
よ
び
勲
章
が
伝

達
さ
れ
て
い
な
い
旧
軍
人
軍
属
ま
た

は
そ
の
遺
族
。

3
、
定
期
ま
た
は
臨
時
叙
位
の
発
令

が
、
昭
和
問
年
1
月
以
降
昭
和
幻
年

4
月
ま
で
の
聞
に
行
わ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
位
記
が
伝
達
さ
れ
て
い

な
い
旧
軍
人
軍
属
ま
た
は
そ
の
遺
族
。

こ
れ
ら
の
方
が
た
は
、
こ
の
事
務

が
昭
和
臼
年
3
月
末
で
概
了
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
次
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

V
申
し
出
先

富
山
県
社
会
福
祉
課
思
給
援
護
係

合
問
富
山
市
新
総
曲
輪

一
ー
ー
七

8
0
7
6
4
|
引

|

3
1
1
1
刊

厚
生
省
援
護
局
庶
務
課
叙
位
叙
勲

調
室
(
⑦
削
|
必
東
京
都
千
代
田

区
霞
ヶ
関
一

l
l
二
|
二
)

2
0
3
l
m
|
2
0
4
4
 

昭和63年 5月広報うおづ。。

海
技
免
状
の
更
新
手
続
き

①
海
技
免
状
は
、
終
身
有
効
で
は
な

く、

5
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
匂

①
有
効
期
間
満
了
の
前
1
年
の
聞
に

更
新
し
な
い
と
免
状
が
失
効
し
ま
す
。

①
更
新
の
た
め
に
必
要
な
乗
船
履
歴

の
な
い
方
(
明
確
に
証
明
で
き
な
い

人
)
は
、
更
新
講
習
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

伏
木
海
運
支
局

(
宮

0
7
6
6
1叫
1
1
3
6
8
)

市
水
産
課

(g
n
1
2
2
0
0
内
線

3
2
1
)

海技免状取得交付年月日 引換(交換)期間

4 49 5. 26-50. 12. 31 63 4 1-64. 3. 31 

級 51 l. 1-5l. 9. 30 64 4 1-65. 3. 31 
小操
型縦 5l. 10. 1-52 9. 30 65 4 1-66 3. 31 

船舶士免 52. 10. 1-55. 3. 31 66 4 1-67 3. 31 

状 55 4. 1-58. 4. 29 67 4 1-68 3. 31 

…

不
断
即
刻
阪
{
J

P
1
3
3
1
1
1
1
6
J
9
1
e
t
i
t
-

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
折
り
た
た
み
自
転
車

マ
一
畳
型
ユ
ニ

ッ
ト
パ
ス

マ
ホ

l
ム
ベ
ー
カ
リ
ー

マ
電
磁
プ
レ
ー
ト
(
5
台
)

@
も
と
め
ま
す

マ
ピ
ア
ノ
(
小
学
高
学
年
向
き
)

マ
二
段
ベ

ッ
ド

マ
じ
ゅ
う
た
ん

マ
ゆ
り
か
ご

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
、
市

総
務
課

・
不
用
品
活
用
相
談
所
へ

宮

ω
2
2
0
0
内
線
加
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
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マ
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津
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会
福
祉
基
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と
し
て

O
魚
津
市
川
縁
二
九
六
番
地

五

万

円

山

崎

憲

良

氏

。
魚
津
市
石
垣
五
一
二
番
地

二

万

円

石

川

義

光

氏

。
魚
津
市
宮
津
一
二
三
八
|
九

三

万

円

米

田

金

重

氏

魚津善意銀行へのご寄付
く敬称略〉

石倉政吉金山谷

菊川歌子吉島

備)魚津銀金吉島

経沢 弘本町一丁目

横山忠夫火の宮 町

富山第一ドライグパ(プレモン

富山県東部地域地場産業振興協議会

平崎きくゑ 上村木一丁目

佐々木吉夫大海寺野

有沢武雄本町二丁目

魚住 誠諏訪町

浜岡省三高畠

栃津郁夫大光寺

山崎 勇諏訪町

黒田一成青島

友田道治新角川二丁目

野 村幸男立石

(有)魚津銀金吉島

三和物産代表取締役石川宏明
株 式会社

23J22代表取締役石川宏明 50，000円

ユニ一魚津庖 5，759円

故谷口久隆慶野 200，000円

匿 名 30，000円

広田喜代志 文化町 50，000円

窪 田員夫大海寺野 50，000円

魚津保育会親睦会一同 2，880円
栄産業側魚津工場 社内 QCサークル

13，000円
工場長 山本貞夫柱グループ一同

※受付の順番で掲載していますが、紙面の都合で

一部次の号以降になります。

30，000円

30，000円

5，000円

100，000円

30，000円

5，000円

18，857円

30，000円

50，000円

10，000円

50，000円

10，000円

100，000円

30，000円

30，000円

10，000円

5，000円

5，000円

50，000円
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こ
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会
で
新
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も
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っ
か
り

学
校
の
「
ふ
ん

い
き」
に
と
け
こ
み
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
希
望
と
自

信
を
も

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
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道下小学校

野方保育園

のお友だち

昭和63年 5月
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四
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年
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が
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，、
印刷/魚津印刷株式会社

圃百 ヨ・
人 (前月対比)

人口(男)23，876(ー 80)

(女)25，949(ー 25)

計約，825(ー 105)

世帯数 13，708世帯

市の面積 200. 75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(3月末現在)


